






• 動物の行動学的解析

マウスやラットの行動学的解析を通じて認知柔軟性や情動などの脳の機能を明らかにし

ます。近年発達してきている「オプトジェネティクス」や「ウイルスによる機能分子の発現」など

の最先端の実験手法を駆使し、脳機能に必要な脳部位や機能的因子の解析等を行います。
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高架式十字迷路試験 分別課題試験 観察学習試険

• 細胞の形態や機能分子の分布解析

特異的抗体を用いて機能分子の分布を

詳細に解析できます。細胞の機能と形態が

持つ関係性を明らかにしていきます。

共焦点レー ザー 顕微鏡（小脳プルキンエ細胞）
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私たちと 一 緒に研究をしてみませんか？生理学的な研究のバックグラン
ドの有無は問いません。生化学や分子生物学などの研究手法をお持ち
の方も大歓迎です。興味がある方は、ぜひ 一 度下記までご連絡ください。

見学も随時受け付けています！

連絡先

基礎・社会医学棟5階517号室
Email: hashik@)hiroshima-u.ac.jp 
ホームページ： https://physiol2.hiroshima-u.ac.jp/
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